
  

 

２０２０ Ｓ－ＦＪ 日本一決定戦 
２０２０年１２月５・６日 ツインリンクもてぎ 天候:晴れ  参加３７台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FJ1600 の時代から合わせると今年で 23 回目となるスーパーFJ 日本一決定戦が、ツインリ

ンクもてぎで 12 月 7 日に開催された。今年はコロナ禍でまさに激動のシーズンとなり、各地

でレース日程の変更、中止が相次いだ。中にはレース活動を自粛したドライバーもいたこと

だろう。 

そんな状況においても、日本一決定戦は予定どおり行われたばかりか、37 名のエントリーを

集めることに。関係者の努力、そして出場したドライバーの情熱には敬意を称するばかりだ。 

 

≪予選 A 組≫ 

金曜日までは好天に恵まれていたものの、最終調整になるべき土曜日は皮肉にも終日雨模

様。日曜日には再び晴れ予報が出ていたこともあり、中には出走を見合わせていたドライバ

ーも存在した。実際、日曜日はサーキット上空に青空が広がっていたが、早朝に行われた予

選は路面に水が残ってしまう。 



先に行われた F4 の予選ではウェットタイヤを選択していたドライバーが上位を独占。そのた

め、スーパーFJ の予選 A 組では、何名かがウェットタイヤを選んでいたが、筑波・富士チャン

ピオンの伊藤駿選手もそのひとりだった。計測１周目こそトップだったが、その後の伸びを欠

く。最終的に、伊藤選手は 11 番手に甘んじてしまう。 

代わってトップに立ったのが宮下源都選手。全日本カート選手権 OK クラスと合わせ、シーズ

ン半ばから出場することとなった二十歳のドライバーは、これがスーパーFJ5戦目で、リバー

スグリッドとなった岡山シリーズの第５戦で優勝経験を持つ。１週間前に行われた前哨戦とも

なった、もてぎシリース最終戦ではポールポジションを獲得し、決勝では 2位に。 

「レース経験があんまり少ないので不安な部分も多くて、自信もそこまでないんですけど、

自分の力を最大限出せるように頑張ろうと思っています」と予選前には語っていた宮下で

はあったが、周回を重ねるごとタイムを縮め続けて、ラストアタックでは、ひとり２分８秒を切

る２分７秒 589 をマークするまでに。 

２番手以下の多くが、ラストアタックで順位を決定。上野大哲選手が２分８秒 375 で続き、３番

手は佐藤巧望選手で、ここまでが宮下選手と１秒差で、しかも鈴鹿がホームのドライバー。４

番手にもてぎがホームの松澤亮佑選手がつけた。 

５番手は石坂瑞基選手。今年はポルシェカレラカップジャパンやスーパー耐久を戦い、またス

ーパーフォーミュラ・ライツやフォーミュラリージョナルにスポット参戦の経験を持つ。本来は、

別のドライバーが乗るはずだったが、急きょ土曜日になって出場が決定。「１週間前のレース

にも出ているんですが、その前は鈴鹿でチャンピオンになった2013年。でも、その年、大学入

試と重なって日本一決定戦には出ていないんです」と石坂選手。そして、６番手はレジェンド

クラスの吉田宣弘選手だった。 

 

・A 組 1 位 宮下源都選手（MYST・KK-SII・制動屋） 

「スリックで正解でした。レインの人もいたから、どうなることかと思っていましたが。感触

も良かったです。まずレグ１ではスタートをしっかり決めたい。そこで順位を落としちゃうと、

６周しかないから上りきれるか分からないので、スタートが重要になると考えています」 

 

・A 組 2 位 上野大哲選手（SACCESS RACING ES） 

「感触、けっこう良かったです。セットもバッチリ決まって、昨日まで全然タイム出なくて、ト

ップと１秒落ちぐらいだったんですけど、今回のハーフウェットのセットにバッチリ合ったの

か、自分もロガーとか見て、合わせて来られたと思うので、めちゃめちゃ良かったです」 

 

 

 

 

 



≪予選 B 組≫ 

続いて行われた予選 B 組は、迷うことなく全者がドライタイヤを選択。開始早々に最終コー

ナーでスピンがした車両があり、これを避けきれずフロントノーズとウイング、左のアームを

痛めてしまったのが、なんと鈴鹿シリーズとジャパンチャレンジで二冠を獲得していた岡本

大地選手だった！ そのため、赤旗が出されて計測は中断。もてぎシリーズ最終戦でも優

勝を飾っており、本命との呼び声も高かったドライバーだ。 

岡本選手にとって、今回は４度目の日本一決定戦ながら、過去 3 回いずれも完走していない。

悪しきジンクスまたしても……と思われたが、最下位から４分後になんとか復帰を果たすこ

ととなった。 

再開後、トップにつけたのは元嶋成弥選手だった。２分９秒台から徐々にタイムを詰めていき、

終盤になって岡本選手が２分４秒 882 をマークして一瞬だけトップに立つも、すぐに元嶋選

手が再逆転。２分４秒 855 で第１レグの B 組を、ポールポジションからスタートすることとなっ

た。 

岡本選手に続く３番手は、オートポリスチャンピオンで唯一、ウエスト 19J を駆る西村和真選手。

これに小松響選手、鶴岡秀磨選手、そして、もてぎチャンピオンの新倉涼介選手が続いた。 

 

・B 組 1 位 元嶋成弥選手（MYST サクセス FIRST MOLDING） 

「早めに出て行って、他の人より１周多く走れたのが良かったです。まだ詰められそうでし

たけど、無理しなかったんですよ、予選は。まだ水が残っていて、ブレーキングの時にクル

マが不安定だったから、それでちょっと抑えめで走っていたので、まだ行けます！」 

 

・B 組 2 位 岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「アウトラップの最終コーナーでスピンしたクルマがいて、避けようと思ったんですけど、動

いたから当たってしまって。けっこうダメージひどく、まっすぐ走らなかったほどだったん

ですが、ウイングだけはレヴさんがレッドブルかと思うぐらいスピーディにやってくれたの

で、残り 10 分ぐらいでアタックできました。左よく曲がって、右曲がらないみたいな感じだ

ったんですけど、予選落ちしなくて良かったです（苦笑）」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



≪第 1レグ A組≫ 

第１レグの頃には、路面はもう完全にドライ。「今まで決まったことがない」スタートを、初めて

決めたのが宮下選手で、これに続いたのが佐藤選手で、上野選手はさらに５コーナーで石坂

選手にかわされて、４番手に後退してしまう。後方での順位の入れ替わりを尻目に、宮下選手

はオープニングの１周だけでコンマ８秒の差をつけ、そのまま逃げ続けていった。４周目には

ファステストラップ２分３秒 916 をマークし、次の周に３秒 658 にまで詰められては、ライバル

につけ入る隙などあろうはずがない。最後は６秒差で宮下選手の圧勝となった。 

宮下選手には逃げられていたが、一時は後続をほぼ１秒離していた佐藤選手ながら、５周目

の３コーナーで痛恨のハーフスピンがあり、７番手に後退。これで石坂選手が２番手に上り、最

終ラップの 90 度コーナーでは松澤選手が、上野選手の前に出ていた。 

 

・A 組 1 位 宮下源都選手（MYST・KK-SII・制動屋） 

「スタートうまくいきました。タイヤがすっかりグリップしてくれてホイールスピンしなかった

のが大きかったですね。まだタイヤは無理していないので、しっかり残っているはずです」 

 

・A 組 2 位 石坂瑞基選手（アウティスタ テイク 10V） 

「KK-SII の方がドラッグが少ないのか、一緒に走っているとストレートが速いんですよ。結構

レースになると厳しいんですが、それでも２番手を守れたので、ファイナルは２列目から。な

んとかトップ争いに絡んで、自分が最後に前にいるような展開に（笑）」 

 

・A 組 3位 松澤亮佑選手（群馬トヨペット リノア ED） 

「スタート決まったんですが、イン側はちょっと濡れていたので第１レグだし、とりあえず引

いておいて。様子見ながらというのもあったんですが、とりあえず３番でファイナルにつな

げようと。そこはうまくいったと思います」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



≪第 1レグ B組≫ 

フロントローに並んだ元嶋選手、岡本選手ともに好スタートを切り、早々と後続を引き離しに

かかる。トップ浮上を狙う岡本選手は早々に仕掛け、３周目の３コーナーから 130R まで元嶋

選手と並走するが、この周の逆転は果たせず。それでも４周目の１コーナーで前に出るも、元

嶋選手もまたピタリ着いて離れず。５周目のヘアピンでは、元嶋選手が再逆転に成功。最終ラ

ップにファステストラップとなる２分３秒 997 を記録して、最後は岡本選手を振り切った。３番

手は終始、西村選手が単独走行。その後ろでは８番グリッドから野島遼葵選手がスタートでま

ず１台を、そして 90 コーナーでももう１台を抜いて６番手に。その勢いは衰えることなく、３周

目には４番手に浮上する。その後は小松選手と鶴岡選手が激しくバトルを繰り広げ、何度も

順位を入れ替えるも、最後は小松選手の粘り勝ち。続いて新倉選手がゴール。 

 

・B 組 1 位 元嶋成弥選手（MYST サクセス FIRST MOLDING） 

「たった６周なのにめっちゃ長くて、耐久レースのように感じました。タイヤは全然大丈夫で

す。最後どうしても３秒台出したくて頑張りました。出せて良かったです。宮下くんも来そう

ですから、ファイナルは３人でバトルですね！」 

 

・B 組 2 位 岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「手強かったですけど、クリーンなレースができました。ストレートが向こう速くて、抜いた後

逃げ切れるかなと思っていたんですが、スリップ使われたら全然ダメなので、抜かれた時

は無理せず行ってもらいました。ファイナル勝負と、最後もタイヤ温存で。最善を尽くして、

最後チャンスあれば、と思っています」 

 

・B 組 3位 西村和真選手（WEST 19J） 

「全然ペースが上がらなくて、見える位置にいるのが精いっぱいでした。今、ちょっとスタ

ートは失敗気味だったので、そこも含めてファイナルでは攻められるように頑張りたいと

思います」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪ファイナルレース≫ 

１台も欠けることなく、エントリーした 37 台はすべてファイナルのグリッドに並ぶこととなっ

た。上空には青空が広がり、まさに今シーズンの締めくくりにはうってつけの舞台だ。 

またしてもスタートを決めたのは、ポールシッターの宮下選手。逆に元嶋選手はタイミングは

悪くなかったものの、シフトミスもあって岡本選手と石坂選手の先行を許してしまう。この４

人に続いたのは松澤選手、そして６列目からスタートの伊藤選手だった！ 

１周目を終えた時点で、宮下選手のリードはコンマ６秒。これを２周目にはコンマ１秒詰めてい

た岡本選手だったが、３周目にはまた差を広げられる。４周目から２周にわたって、２分３秒台

のファステストラップを連発したこともあって、宮下選手はまたも逃げの構えに入っていた。 

一方、３番手争いは動きがあって、３周目のS字で元嶋選手が石坂選手をパス。その間に岡本

選手もプッシュしたこともあり、折り返しの頃にはトップ３が単独走行になるかと思われた。し

かし、予想に反して逆に岡本選手と元嶋選手のペースが優るようになり、４番手以下を引き

離していただけに、なんとか団子状態に持ち込みたいところ。 

その機会が最終ラップに訪れた。まずコントロールラインを超えた時点で、宮下選手と岡本

選手、そして元嶋選手の間隔がそれぞれほぼコンマ５秒に。さらに２コーナーでは宮下選手

が突然失速。「ギヤをミスったわけでもなく、原因は分からないのですが」と宮下選手。その

チャンスを逃す手はないと、岡本選手が４コーナーで迫り、立ち上がったところでまさかの接

触が！ 

そして、その脇を元嶋選手がすり抜けていった直後に、宮下選手、岡本選手ともにガードレー

ルの餌食になってしまう。これで石坂選手、松澤選手が２番手、３番手に浮上し、予選を失敗し

ていた伊藤選手が４番手に。宮下選手はその場でリタイア、岡本選手は再出走なって初めて

チェッカーを受けたが、やはり日本一決定戦は鬼門だった……。 

土壇場の大逆転で、元嶋選手が第 23 代 FJ 日本一の座に輝き、ウィナーに贈られるビッグト

ロフィーには、12 年に優勝を飾った兄・元嶋佑弥とともに名を記すこととなった。 

5 位は佐藤選手で、6 位は西村選手。これに小松選手と野島選手が続いてゴールして、今年

もレジェンドクラス優勝の吉田選手が 9 位に。なお、ジャンプアップ賞は前田大道選手が獲得。

34 番手からシフトトラブルを克服して、19 位まで浮上していた。 

 

・優勝 元嶋成弥選手（MYST サクセス FIRST MOLDING） 

「泣きました（笑）。僕は前２台がやり合っていたので、右に出てトップ立とうと思っていた

んですよ。絶対にトップ立とうと右に出たら、ふたりが寄せ合ってバーンとなっていて。諦

めずに着いていけたからこその勝利です。僕、オートポリスでは勝ったことあるんですけど、

ここ２年ずっと優勝していなかったので、本当に嬉しいです。兄弟で同じレースを勝つ、こ

れがずっと目標だったので、夢がかなって良かったです。来年は FIA-F4 に出たいですね、

今はまだ分からないですけど。また、よろしくお願いします！」 

 



・第 2 位 石坂瑞基選手（アウティスタ テイク 10V） 

「厳しいレースで、ペースがあまり良くなかったので、前を追っかけていく展開で、いっぱい

いっぱいで走っていたんですけど……。最後はトップの２台にああいうことがあって２番に

上がったんですけど、もうちょっと……。今回、急に出ることになって、できる限りのことが

できたと思います。やっぱりスーパーFJ 面白いので、来年、鈴鹿なんでリベンジします。最

近、電子制御のクルマばかり乗っていたので、こういうクルマは楽しいし、ある意味すごく

勉強にもなりますからね！」 

 

・第 3 位 松澤亮佑選手（群馬トヨペット リノア ED） 

「いいスタートが切れてポジションを落とすことなく、落ち着いて最後まで。淡々と走るこ

とになっちゃったんですけど、最後までミスすることなく行けました。それによって、このポ

ジションにいたから運もついたと思うので、3位は素直に嬉しいと思います」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


